
令和８年２月２５日（水）
GIGA StuDX推進チーム プチ学習会

【授業編】先生に聞いてみた！
クラウド活用の工夫（前編）

＃学習の見通し ＃振り返り ＃個別最適な学びと協働的な学びの一体的充実



１人１台端末とクラウドを活用する良さ

子供は、前時の内容や既習事項をいつでも
見たいときに確認できます。

教師は、タイミングを逃さずフィードバックや
アドバイスができます。

学びに必要な協働相手を、子供が自分で
選ぶことができます。

友達の取組を参照することで、学習を進める
手掛かりを得ることができます。



既習事項などはクラウドへ

子供はいつでも見たいときに、見たいものを手元で
振り返って学習を進めることができています。



クラウドで各自の考えを共有

全員がよく考えて、自分なりの答えが
出せるようになりました！



自分の考えを共有することができると・・・

子供が考えないようになったり、そのまま
写したりしないか、とても心配です。

その逆で、みんなと違うものを作りたいと
思う子供が多かったです。

タイミングをとらえて、具体的に子供たちに
示しています。

子供たちにとっても学習を進める手掛かりに
することができます。



以前：実験結果をすべて手作業でまとめる

作業に時間がかかり、考察の時間がほとんど取れず、

学びを深めることができませんでした。



クラウドでワークシートを共有



クラウドでワークシートを共有



クラウドでワークシートを共有

考え、議論する時間が増え、

充実した考察のあるレポートを

作成できるようになりました！



クラウドで学習ゴールのレベルを共有

ゴール地点を子供自身が明確にすることで、

進度の差の対応にもつながっています。



クラウドで単元計画と資料等を共有

学習の見通しを持ちながら学ぶことができ、
自主性が生まれています。



学習内容、めあて、まとめ、振り返りを１枚に集約



クラウドで振り返りシートを共有

他の子供の振り返りから学ぶ子供たちも
増えてきました！



他の子供の取組を見て学ぶときに・・・

最初は不慣れな子供たちに、どんな指導を

しているのだろう？

教師が電子黒板で子供の成果物を見せながら、

友達の良さを共有する場を作っています。

「友達の学習過程を見ることの良さ」や

「良いところを見つけると自分にも活かせる」という

学び方が浸透していきます！



テーマや進度、自分の考えを１枚に集約

その時にぴったりと合った協働相手を選ぶこと
ができます！



テーマや進度、自分の考えを１枚に集約

取り掛かりのときに見通しが持ちやすくなり、
学習に参加できる子供が増えました！

その時にぴったりと合った協働相手を選ぶこと
ができます！



テーマや進度、自分の考えを１枚に集約

タイミングを逃さず、その場で子供に

フィードバックやアドバイスができます！



テーマや進度、自分の考えを１枚に集約

授業後に一覧で見ることができるので、次の

時間に何から始めるか、次の授業をどう組むか、

次の一手が打ちやすくなりました！

タイミングを逃さず、その場で子供に

フィードバックやアドバイスができます！



集約したシートの作成

集約したシートを作るのは、大変そう

最初は大変でしたが、一度作れば編集でき、教師間で
共有もできるので、今はそこまで苦労していません。

最初は、１つずつ作成しました。子供たちのスキルが
上がるにつれて、１枚のシートに必要な要素を盛り
込められるようになってきました！



集約したシートの作成

集約したシートを作るのは、大変そう

最初は大変でしたが、一度作れば編集でき、教師間で
共有もできるので、今はそこまで苦労していません。

最初は、１つずつ作成しました。子供たちのスキルが
上がるにつれて、１枚のシートに必要な要素を盛り
込められるようになってきました！

できる子がいると、その子が先生になれる嬉しさ
もあり、「こうしたらいいよ」と教えてくれるので、
子供たちのスキルも早く上達します！



協働する場面が増えると・・・

学習相手が固定してしまうことはないのかな？

自分の考えを書かせてクラウドで共有し、

同じ考えの人、異なる考えの人など、目的を

もって交流できるように声を掛けています。

なぜこのグループを作ったのかを聞いて、

目的をより明確にしています。

途中で別のグループに情報収集に行き、

その後また最初のグループに戻るなどの

工夫をしています。



他の子供の取組を見ることができると・・・

子供が考えないようになったり、そのまま写したり、
学習相手の固定化が起こったりしないのかな？



他の子供の取組を見ることができると・・・

子供が考えないようになったり、そのまま写したり、
学習相手の固定化が起こったりしないのかな？

クラウドを活用した学びの目線を合わせています！

学び方を丁寧に子供と確認

（例）

・わからないときは、誰にどんなふうに聞いたらいいか

・自分の考えに自信がないときは、どうするか

・自分の考えが持てたときは、次にどう動くか



子供たちが学び方を身につけていく



学校での取組



学校での取組

授業中だけでなく、
端末は、休み時間でも使用可とし、常に

机の上にある状態にする環境を整えました。

授業中だけでなく、
卒業を見通して指導しており、最初のうちは、

とことん学び方を教えています。

研究推進部が、毎学期、「こういう取り組みを

しましょう」と提案しています。

教員間のチャットで、授業実践の具体を

共有し、工夫などを伝えています。

でなく、



全国の先生方へ

最初にやり始めるのは、とても勇気のいることです。

でもやってみたら、すごくいいことがたくさんあります！

最初からうまくいくわけありません！

失敗してもいいから、最初は、真似でもいいから、

まずはやってみましょう！

挑戦していくことで、最終的に自分が楽になります！

日々改善していくことが大切で、作ったものをどんどん
変えられるのがクラウドの良さです！



インタビューにご協力いただいた学校

石川県・能美市立浜小学校

富山県・朝日町立あさひ野小学校

熊本県・高森町立高森中学校

大阪府・堺市立堺高等学校

ご協力いただきました学校の先生方、
ありがとうございました。
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